
 

 

 

 
夢中になれるものとの出会い 

 
校長 関川 浩 

  

 夏休みに児童が取り組んだ「図書館を使った調べる学習コンクール」についての続報です。学校司書

の小坪先生が七峡小児童の２０１作品の中から選ばれた１５点を校長室にもってきてくれたのは９月の

中頃でした。どの作品も力作ぞろいでした。 

 

あれからもうすぐ二か月になりますが、１１月下旬に入賞作品

のお知らせがあるとお聞きしました。本校児童の作品が入賞する

ことを心待ちにしています。 

児童の作品を出展するときに小坪先生から「大人の部もありま

すよ」と言われました。私の「フォッサマグナ調べ」の出展を勧

められたのです。恥ずかしいようなうれしいような気持ちになり

ました。来年度に向けて準備したいと思います。 

 

 児童のなかには調べる学習を、同じテーマで、複数年にわたっ

て続けている人もいるそうです。それを知った時、私は「すごい

な」と思いました。調べ学習は夏休みに取り組むことが多いと思

いますが、その児童は、日常的に、何かのきっかけに触れてはテ

ーマとのつながりを考えているのではと想像します。そういう気持ちを大切にしたいです。きっとこの

後の人生の豊かさにつながることでしょう。学校としても応援していきます。 

  

芸術の秋。児童は展覧会に向けて作品作りでもがんばっています。普段の授業に加えて調べ学習、展

覧会など、学校での学びは広がりをもっています。多様な経験を重ねる中で、偶然ともいうべき思わぬ

出会いに心躍ることがあります。私の「フォッサマグナ」探究にも新しい展開があります。これもまた

味わい深いことです。これについてはまたの機会にお伝えできればと思います。 
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１１月の主な行事 

１１月１３日（水） 脊柱側わん症検診 ５年生           ２２日（金） マラソン集会 

     １４日（木） 委員会発表集会（環境美化）     ２５日（月） マラソンタイム始 

１５日（金） たてわり班遊び           ２６日（火） 校外学習 ２年生 

１８日（月）～２２日（金）                       2８日（木） 委員会発表集会 

              個人面談(希望者のみ)                   （保健） 

校長室で作品の点検をする小坪先生 

 



遠足について（低学年）                                    １・２年担任                     

１０月１７日、１・２年生ですみだ水族館に遠足に行きました。１年生は小学校に入学して初めての遠

足。水族館の中は１・２年生合同のグループ行動でした。2 年生がしっかりリードして、１年生の手をし

っかり繋いだり、「こっちだよ」と優しく声をかけたりする姿が見られました。一緒に水族館を回った後は、

みんなで楽しくお弁当を食べたり、公園で遊んだりしました。１・２年生の仲がぐっと深まった実りの多

い遠足となりました。 

《児童の感想》 

すみだ水族館でペンギンを見ました。白と黒の色で、泳いでいる姿がとてもおもしろかったです。それ

からクラゲもたくさんいました。透明なのではじめはよく見えなかったけど、よく見るとたくさんいまし

た。「楽しいな」とお話ししながら泳いでいるみたいでした。（１－１） 

すみだ水族館では、みんなと一緒にクイズをしながら、生き物を見ました。ペンギンの泳ぐのがすごか

ったです。クイズは、難しかったけど、１問解けて嬉しかったです。みんなと食べるお弁当や公園で遊ん

だことも楽しかったです。（１―２） 

すみだ水族館では、チンアナゴとニシキアナゴの模様の違いを見比べて、絵に模様を描きました。よく

観察するとかわいく見えてきました。オットセイが泳ぐときに回転する姿を見てびっくりしたり、ペンギ

ンがぶつかりそうになってもギリギリで避けるところを見たりしました。迫力がありました。（２－１） 

 

 

  

下田移動教室について                                       6 年担任                     

９月２５日（水）～２７日（金）下田移動教室へ行ってきました。天候にも恵まれ、すべての行程を行う

ことができました。「あいさつ、話を聞く、ふざけない、時間を守る、ルールを守る」を目標に３日間過ご

しました。あいさつ、時間を守るはとてもよくできましたが、課題も多くありました。日を追うごとに少し

ずつ気を付けようと努力したので、卒業までの時間もどのように過ごすことが大切か考え、行動してほし

いです。 

《児童の感想》 

1 日目は、みんな楽しくなりすぎて落ち着いて行動することができませんでしたが、行動班の班長とし

てみんなをまとめられるようにしたいと思いました。２日目からは、ふざけずに時間を守って行動するこ

とができ、自分も周りも成長することができました。これからの学校生活は、楽しみながらもちゃんとする

ときは切り替えをして生活していこうと思ました。（６－１） 

お世話になった方たちにきちんと挨拶をすることができた 3 日間でした。生活係の仕事を声を掛け合っ

て頑張りました。全体を通して、班の中で協力して生活したり行動したりすることができました。これから

の学校生活でも協力して活動していきたいです。（６－２） 

 

 

11月の生活目標 

「感謝の気持ちをもって、人とかかわろう」 
    生活指導主任 近藤 実乃里 

学校は、子どもたちの社会性を身に付けることができる場です。子どもたちは学校生活の中でいろいろ

な人たちとかかわっています。そのかかわりの中で大切なものが「感謝の気持ち」です。年上の人だけ

でなく、同学年の友達や下級生に対しても「ありがとう」という感謝の気持ちをもって生活していって

ほしいと思います。子どもたちは学校だけでなく、ご家庭や地域でもたくさんの人とかかわっていいま

す。ぜひこの機会に、ご家庭でもお子さんと「感謝の気持ち」について話し合っていただけたらと思い

ます。 

 

                       


